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患者様の個人情報が記録されたUSBメモリの所在不明の件について 

 
この度、当病院スポーツ医学総合センター（旧称 スポーツクリニック）において、患者様の

個人情報が記録されたＵＳＢメモリが所在不明となっている事実が判明いたしました。現在この

ＵＳＢメモリの所在を確認すべく努力するとともに、事実関係を調査しております。このような

事態を招き、誠に申し訳ございません。深くお詫び申し上げます。 

現状、当院で把握できていることにつきまして、次の通りお知らせいたします。 
 
 

記 
 
１． 経緯 
6月17日（金）午後4時30分頃、当病院スポーツ医学総合センター（旧称 スポーツクリニッ

ク）外来において、診療情報の一部を記録したＵＳＢメモリが、個人情報を含まない他のＵＳＢ

メモリ1個と共に、所定の場所に保管されていないことが判明いたしました。 

その後、関係者への事情聴取を行い、当該ＵＳＢメモリの所在の確認を試みましたが、現在の

ところ発見に至っておりません。 

現在までのところ、個人情報が第三者に利用されたとの報告はありません。引き続きＵＳＢメ

モリの所在特定のため調査を行っております。 

なお、本日、該当する患者様へ、文書によるご説明とお詫びの送付を始めました。 
 

２．ＵＳＢメモリに記録されていた個人情報 
 対 象：1991年9月～2011年4月にスポーツ医学総合センターに受診された患者様のデータ 

件 数：24,459人分 

内 容：名前、患者ID、性別、生年月日、電話番号、スポーツ種目、傷病名、来院日の一部ま

たは全て（住所については記録されておりません） 

 なお、ＵＳＢメモリに記録されていた個人情報は、データベースソフトで管理されており、

このソフトにはＩＤとパスワードによるセキュリティがかけられております。従って万一、第

三者がこのＵＳＢメモリを取得したとしても、所定のＩＤとパスワードがなければ、記載され

ている内容を閲覧することはできません。 

 

３．当該ＵＳＢメモリの保管状況 

ＵＳＢメモリは、関係者しか立ち入ることのできないエリアにある鍵のかかるキャビネットに

保管されておりました。夜間は部屋の入口とともに施錠されています。関係者の説明によると、

ＵＳＢが所定の場所にあることを最後に確認したのは４月28日とのことです。 
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４．個人情報保護に関わる対応 

患者個人情報の保護をさらに徹底するために既に行ったことは以下の通りです。 
（１）病院内のすべての端末について、セキュリティを強化した特殊なＵＳＢメモリ以外は一

切使用できないようにしました。この特殊なＵＳＢメモリは、診療科、部門ごとに選任

された医療情報保護管理担当者を通じて病院から配布されました。 
（２）慶應義塾大学信濃町キャンパスに勤務する教職員全員（非常勤を含む）に改めて「医療

個人情報に関する誓約書」の提出を求めることにしました。 

 

慶應義塾大学病院は、今回の事例を深刻に受け止め、教職員の一人ひとりが医療個人情報に対

する意識を高め、再発防止に努めてまいる所存です。ご迷惑をおかけした患者様には深くお詫び

申し上げます。 

 

＜患者様からの本件に関するお問い合せ先＞ 
 慶應義塾大学病院 医療個人情報保護管理室   電話：０３－５８４３－６１６５ 

担当：三宮（平日 ８:３０～１７:００） 
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